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集合組織を制御した成形加工性の良好な軽金属材料の開発
研究代表者理ヱ学研究部（工学）会閏哲夫
(1）プロジェクトの背景・自的
富山県は霊長I;な水資源や安値で、安定した議力を背景に，アルミニウム産業が盛んで，以前
は，鍛・釜をq:t心に花瓶，？先i貢1器など多くの家庭日HJ品を製造してきた．高度成長と技術の
近代化に｛半い，アルミ産業の中心も鋳造から板加工に移り変わり，生産品目もアルミサッシ
や玄関ドアなどの住宅｝！？建材，カーテンウオール等のビ、ルJl建材，車両部品などに拡大して
いる．そのため，現在，篠山県は，全国的にも例がない『全製造部門に点める金属製品のtH
街；量が全国－J]の県となり，その中lこ占める rアノレミ製品Jの割合は約 73%にものぼる．ま
た世界的に認められるアルミホイールやFl参加チームの約半数が採用しているホイールも
寓山県内の企業が製造を絞っている．
2009 1:子12月 7日～18日にコベンハーゲンで開催された地球温緩化を8}jぐ対策などを話し
合う国連の気候変動枠組み条約第 15回線約国会議（COP15）において，日本は瓶釜効果ガス
を 1990年に比べて 25%と減らすと宣言した．この数値を実現するためには，自動車や飛行
機等の軽量化による C02削減が最も効果的だとされている．そこで今後自動車や飛行機等に
多く採用が見込まれている軽量構造部材の成形性に関して，これまで以上に改善を隠る必要
がある．特によ之尺かっ間的r語jの材料が供給ロJ能な抑出）JDヱ；去は，配向しやすい基底泌を持
つことから強度を維持することが可能である半泌，二次成形加工しにくい特徴をもっ．その
ため，近年，押HJし加工と同時に，三次元加工を可能とするプロセスや，ねじりながら持出
す方法も検討されているが，これらは全て，特殊な押出し加工装授が必要．で、あり，既存の抑
f.Hし加工機に装脱着が出来ず，新規に加工機を導入する必繋があるため，コストおに繋がる．
そこで申請者らは，既存の押Hiし加工機に装脱着が可能な， 1f:flilしながら特殊加工を加え
る斬新なプロセスをJ：考案し，二次加工性の良好なアルミニウム合金およびマグネシウム合金
の創裂を検討している．持H:Iしながら特殊加工を施すことにより動的問結晶を誘発し，集合
組織の制御が可能となり，二次加工しやすい軽量部材の供給が可能になると予測している．
狩出し特殊加工は，高精度かっ表i創性状が良好となるため，三次元加工も可能となり，更な
る富山県内の技術革新を関ることも期待できる．特に構造材料において最も軽量なマグネシ
ウム合金は，圧縮稲子力と引張市子力の差が大きいことから，従来ではパイプ内部にステンレス
ワイヤーを充壊しながらプレス加工を行っていた．我々が考案した押出し特殊加工プロセス
の開発により，釜温でも曲げ加工が容易なマグネシウム合金パイプの製造が可能となる．
二次成形性の良好なt柊金属材料の用途として， f高齢化社会における歩行補助具，カート，
杖などの際量構造部材が挙げられる．篠山県内には，自動車メーカ，部品製造メーカ，較金
潟材料の供給メ…カが多数存在することから，本申請の技術の波及効巣は！白川、といえる．
本研究は，構造材料で最も総量なマグネシウム合金を主なターゲットとし，環境問題であ
るC02ガスの削減に有効な軽量な製品づくりを可能とする製造技術の確立を目指している．
W始。に，マグネシウム合金は，結晶構造が欄筏六方品であることから，室混で、は基底i討す
べりしか存夜しないため，難加工材であることが矢口られている．そこで近年， 140℃以上の獄
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間転造加工や 250°C以上の熱関での転進加工をすることで，マグネシウム合金製のねじの開
発がなされ，自動車，航空機等の輸送機器の軽量化，および医療・福祉機擦の高性能化lこ繋
がるとして期待されている．その加工法の A っとして，公開特許公報P2004-l 76 l 80において，
策本鍛工所，主喜多川テクノ，東らが AZ31Bマグネシウム合金の熱関転進加工において超塑J性
現象を発現させることにより， 250℃～400℃で転進加工が可能であることを報告二している．
さらに公開特許公報p2001-269746では，楽本餓工所， f主和田ステンレス，東らが；昼間鍛造に
より線量かっ比強度に優れたマグネシウム合金製ねじ部品と，生産性に優れ品質の安定した
マグネシウム合金製ねじ部品の製造装開：を公開している．しかし難加工材であるマグネシウ
ム合金を潟閣や熱間で転造加工を行うと，焼付き紡止のための潤滑斉lj塗J布による作業環境の
悪化，冷却水循環装置付与の金型ダイスの複雑設計，加工精度等の問題もあり，コスト高に
繋がる．また，メLエム製作所，住友議気工業らが，公開特許公報 P2005-48278において， 51
抜加工により均‘で微細なミクロ組織を有するマグネシウム合金を 140°C以上 250℃未満に
加熱することにより，ねじ転造可能なサイズを Ml.4～M8としている．これは，結晶構造が
HCP構造のマグネシウム合金の室温における底面すべりをうまく利用していることから，こ
の集合組織の制御および改殺を関ることが，三次加工性の向日とに重要で、あると考えている．
最近，定問らは AZ31およびAZ61の冷間伸線を用いて M0.8や Ml.7のマイクロねじの室温
冷問転造を可能とした論文を発表している．
(2）；研究成果
①加工機の選定とその加工条件の検討
②特殊加工によるひずみと淡なまし？鼠度の関係
③特殊加工に伴う硬さとミクロ組織の変化
④繰返し特殊加工の回数が及ぼす加工条件の影響
(3）プロジェクト成果（特＝許，起業，技術移転等）
次年度中には，特許申請が出来るように準備を進めている．
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構怨
65歳以kの！高齢者が人口の 25%以とを占める超高齢化時代を迎えて， 日本においてはも
ちろん，世界的レベルで、渓療技術は目覚しく発展し，それに伴い医療技術を支えている金潟
材料の開発・研究も積極的に推し進められている。医療に供される金属材料として，軽金属
材料が，その良好な力学的性質，耐食性および生体適合性から注目され，積極的に研究・開
発が進められている背景がある．特iこ生体必須元素であるマグネシウムはインプラント材の
ような医療）羽生体吸収性材料としての適用が検討され，更なる機械的強度の向上や成形加工
性の改善が望まれている材料でもある．
(5）利用施設
本年度の該当尖綴なし
次年度は， i容itH力・応分解能X線屈折シ，ステムの利用を検討している．
